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研
究
ノ
ー
ト

　

記
憶
の
中
の
音
楽
文
化
像

　
　

―
二
〇
一
五
年
〜
一
六
年
の
幾
つ
か
の
イ
ベ
ン
ト
に

見
る
音
楽
文
化
／
一
九
七
〇
年
代

「
ニュ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」の
歌
詞
の
成
立（
２
）
―

広　

瀬　
　

正　

浩　

は
じ
め
に

　

私
は
二
〇
一
五
年
度
よ
り
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・
基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
一

般
）「
１
９
７
０
年
代
以
降
の
日
本
の
大
衆
音
楽
に
お
け
る
「
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
」
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」
を
、
馬
場
伸
彦
（
甲
南
女
子
大
学
）、
水

川
敬
章
（
愛
知
教
育
大
学
）
と
と
も
に
行
っ
て
い
る
（
二
〇
一
七
年
度
ま
で
）。

こ
の
研
究
に
お
け
る
調
査
の
た
め
に
私
は
、
一
九
七
〇
年
代
以
降
の
日
本
の
ポ

ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
、
と
り
わ
け
「
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
と
称
さ
れ
て
き
た
音

楽
に
関
連
し
た
展
覧
会
や
イ
ベ
ン
ト
に
幾
つ
か
参
加
し
、
一
九
七
〇
年
代
の
音

楽
が
現
代
の
日
本
文
化
に
ど
の
よ
う
な
影
響
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
か
を
考
え

る
機
会
を
得
て
き
た
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
、
研
究
の
中
間
報
告
的
な
意
味
合
い

も
込
め
て
、
こ
れ
ま
で
私
が
参
加
し
て
き
た
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
と
そ
の
意
義
に

つ
い
て
考
察
し
、
当
時
の
音
楽
が
現
代
に
ど
の
よ
う
に
接
続
さ
れ
る
も
の
で
あ

る
の
か
を
確
認
す
る
。

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
の
は
、
以
下
の
四
つ
の
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。

　
（
１
）　
「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
世
紀　
　

中
村
と
う
よ
う
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で

た
ど
る
20
世
紀
大
衆
音
楽
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」（
二
〇
一
五
年
五
月

二
五
日
〜
八
月
一
六
日
、
武
蔵
野
美
術
大
学
）

　
（
２
）　
「
70’s
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
」（
二
〇
一
五
年
八
月
一
日
〜
九
月
一
三
日
、

横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
１
号
館
）

　
（
３
）　
「
東
京
ア
ー
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
Ⅵ 

〝
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
〟
見
え
な
い
都
市

を
見
せ
る
」（
二
〇
一
五
年
一
一
月
七
日
〜
二
〇
一
六
年
二
月
一
四

日
、
東
京
都
現
代
美
術
館
）

　
（
４
）　
「
宮
沢
章
夫
、
牧
村
憲
一
に
質
問
す
る
～
70
年
代
日
本
ポ
ッ
プ
ス
史

を
聞
く
～
」（
二
〇
一
六
年
一
〇
月
七
日
、LO

FT
9 Shibuya

）

　

な
お
本
稿
は
、
広
瀬
正
浩
「
二
〇
一
五
年
の
松
本
隆
の
発
見
と
喪
失　

一
九
七
〇
年
代
「
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
の
歌
詞
の
成
立
（
１
）」（
椙
山
女

学
園
大
学
国
際
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
学
部
『
言
語
と
表
現　

研
究
論
集
』
第

一
三
号
、
二
〇
一
六
年
三
月
）
か
ら
連
続
す
る
も
の
で
あ
る
。

一
、
評
論
家
と
い
う
立
場
―
―
「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
世
紀
」
考

　

最
初
に
取
り
上
げ
る
の
は
、
二
〇
一
五
年
に
東
京
都
小
平
市
の
武
蔵
野
美
術

大
学
美
術
館
で
行
わ
れ
た
展
覧
会
「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
世
紀　

中
村
と
う
よ

う
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
で
た
ど
る
20
世
紀
大
衆
音
楽
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
」
で
あ
る

【
図
１
】。
会
期
は
二
〇
一
五
年
五
月
二
五
日
〜
八
月
一
六
日
で
あ
っ
た
。
私
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は
水
川
敬
章
と
と
も
に
、

二
〇
一
五
年
七
月
一
一
日

に
視
察
し
た
。

　

中
村
と
う
よ
う
（
一
九 

三
二
〜
二
〇
一
一
年
）
は

日
本
を
代
表
す
る
音
楽
評

論
家
で
あ
る
。
一
九
六
九

年
に
編
集
長
と
し
て

『
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
マ
ガ
ジ
ン
』を
創
刊
し
、精
力
的
な
評
論
活
動
を
行
っ

た
。『
大
衆
音
楽
の
真
実
』（
一
九
六
八
年
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
マ
ガ
ジ
ン
）
や

『
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
世
紀
』（
一
九
九
九
年
、
岩
波
書
店
）
な
ど
の
著
書
も
あ

る
。
ア
メ
リ
カ
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
や
「
ワ
ー
ル
ド
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
に
つ
い

て
の
造
詣
が
深
か
っ
た
。
中
村
は
二
〇
〇
六
年
に
、
自
身
所
蔵
の
Ｓ
Ｐ
や
Ｌ
Ｐ

な
ど
の
音
声
資
料
や
世
界
各
地
の
民
族
楽
器
や
音
楽
関
連
書
籍
な
ど
約
五
万
点

を
、
武
蔵
野
美
術
大
学
美
術
館
・
図
書
館
に
寄
贈
し
て
い
る
。
本
展
覧
会
は
、

そ
の
中
村
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
紹
介
し
な
が
ら
、
中
村
の
目
を
通
し
て
捉
え
ら

れ
た
「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
世
紀
」
と
し
て
の
二
〇
世
紀
を
振
り
返
る
と
い
う

イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ
た
。

　

会
期
中
は
、
二
〇
世
紀
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
に
関
連
し
た
九
つ
の
企
画
が
催

さ
れ
て
い
た
。
例
え
ば
、「
世
界
の
蓄
音
機　

蓄
音
機
博
士
に
聞
く
蓄
音
機
の

歴
史
と
そ
の
底
知
れ
ぬ
魅
力
」（
二
〇
一
五
年
五
月
三
〇
日
、
マ
ッ
ク
杉
崎
、

田
中
勝
則
）
と
い
う
企
画
で
は
、
蝋
管
レ
コ
ー
ド
や
Ｓ
Ｐ
レ
コ
ー
ド
な
ど
の
音

源
を
聴
き
な
が
ら
、
ア
メ
リ
カ
ン
・
ル
ー
ツ
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
に
つ
い
て
の
ト
ー

ク
が
行
わ
れ
た
。
ま
た
、「
ハ
ワ
イ
音
楽
の
輝
か
し
き
秘
宝　

ス
ラ
ッ
ク
・
キ
ー
・

ギ
タ
ー
奏
法
の
名
手
が
奏
で
る
ハ
ワ
イ
音
楽
の
魅
力
の
原
点
」（
二
〇
一
五
年

六
月
二
七
日
、山
内
雄
喜
、田
中
勝
則
）
で
は
、一
九
七
〇
年
代
か
ら
ス
ラ
ッ
ク
・

キ
ー
・
ギ
タ
ー
奏
法
を
研
究
し
て
い
る
山
内
雄
喜
が
こ
の
奏
法
の
歴
史
や
楽
し

さ
な
ど
を
、
実
演
を
交
え
て
語
っ
た
。
そ
し
て
私
と
水
川
が
参
加
し
た
「
ア
ナ

ロ
グ
・
レ
コ
ー
ド
に
聞
く
ア
メ
リ
カ
音
楽
黄
金
期　

ロ
ッ
ク
以
後
の
ア
メ
リ
カ

音
楽
と
は
違
う
、
初
期
ア
メ
リ
カ
音
楽
の
ゴ
ー
ジ
ャ
ス
で
リ
ッ
チ
な
世
界
を
と

こ
と
ん
楽
し
む
」（
二
〇
一
五
年
七
月
一
一
日
、
萩
原
健
太
、
田
中
勝
則
）
で

は
、
音
楽
評
論
家
の
萩
原
健
太
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、
ロ
ッ
ク
が
生
ま
れ
る
以
前

の
ジ
ャ
ズ
や
ブ
ル
ー
ス
、
初
期
カ
ン
ト
リ
ー
な
ど
に
触
れ
る
会
が
催
さ
れ
た
。

　

こ
の
萩
原
健
太
の
登
場
回
は
、
私
た
ち
が
行
っ
て
い
る
共
同
研
究
に
と
っ
て

重
要
な
回
で
あ
っ
た
。
と
い
う
の
も
、
一
九
七
〇
年
代
の
日
本
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

音
楽
の
担
い
手
で
あ
っ
た
細
野
晴
臣
や
大
滝
詠
一
ら
が
、
作
曲
家
や
演
奏
家
で

あ
る
前
に
、
ど
の
よ
う
な
リ
ス
ナ
ー
で
あ
っ
た
の
か
を
考
え
る
材
料
を
供
給
し

て
く
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
か
ら
だ
。
実
際
に
こ
の
イ
ベ
ン
ト
で
萩
原
は
、
当
時

の
ア
メ
リ
カ
の
ロ
ッ
ク
ン
ロ
ー
ル
や
ポ
ッ
プ
ス
を
流
し
な
が
ら
、
萩
原
の
目
を

通
し
て
見
え
た
細
野
や
大
滝
に
つ
い
て
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
語
っ
て
く
れ
た
。
な

お
、
細
野
や
大
滝
の
音
楽
的
業
績
に
触
れ
た
萩
原
の
著
書
と
し
て
、『
は
っ
ぴ

い
え
ん
ど
伝
説
』（
一
九
九
二
年
、
シ
ン
コ
ー
・
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
）、『
70
年
代

シ
テ
ィ
・
ポ
ッ
プ
・
ク
ロ
ニ
ク
ル
』（
二
〇
一
五
年
、
Ｐ
ヴ
ァ
イ
ン
）
が
あ
る
。

　

た
だ
、
そ
れ
ら
の
こ
と
と
は
別
に
、
こ
の
「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
世
紀
」
と

い
う
展
覧
会
の
全
体
を
通
じ
て
、
改
め
て
感
じ
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
れ
は
、
音
楽
評
論
家
と
い
う
存
在
の
大
き
さ
で
あ
る
。
中
村
と
う
よ
う
や
萩

原
健
太
ら
音
楽
評
論
家
は
、
実
際
に
音
楽
創
作
に
携
わ
る
作
曲
家
や
演
奏
家
と

随
伴
す
る
関
係
に
あ
り
、
彼
ら
の
音
楽
の
重
要
な
理
解
者
で
も
あ
っ
た
。
し
か

【図 1】
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し
そ
れ
だ
け
に
留
ま
ら
ず
、
む
し
ろ
作
曲
家
や
演
奏
家
以
上
に
、
音
楽
シ
ー
ン

を
作
り
上
げ
る
存
在
で
あ
っ
た
。

　

既
述
の
よ
う
に
中
村
は
雑
誌
『
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
マ
ガ
ジ
ン
』
を
創

刊
し
、
多
く
の
ラ
イ
タ
ー
に
よ
る
音
楽
評
論
を
世
に
送
り
出
し
て
き
た
が
、
彼

ら
の
言
説
と
そ
れ
を
受
け
入
れ
る
読
者
と
の
協
働
に
よ
っ
て
、
ど
の
よ
う
な

音
楽
が
高
い
価
値
を
有
し
て
い
る
か
の
基
準
が
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
。
特
に

『
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
マ
ガ
ジ
ン
』
は
そ
の
時
代
の
先
鋭
的
な
音
楽
（
洋

楽
が
中
心
）
を
発
信
す
る
媒
体
と
し
て
、
読
者
＝
リ
ス
ナ
ー
自
身
の
音
楽
聴
取

の
規
範
形
成
に
多
大
な
影
響
を
与
え
て
き
た
。
一
九
七
〇
年
代
前
半
の
音
楽
受

容
の
状
況
を
回
顧
す
る
言
説
に
よ
る
と
、
当
時
少
し
ず
つ
都
市
部
を
中
心
に
輸

入
レ
コ
ー
ド
店
（
タ
ワ
ー
レ
コ
ー
ド
や
Ｈ
Ｍ
Ｖ
な
ど
の
よ
う
な
外
資
系
で
は
な

く
個
人
商
店
）
が
登
場
し
始
め
る
の
だ
が
、品
揃
え
は
平
均
的
な
も
の
で
あ
り
、

「
例
え
ば
『
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
マ
ガ
ジ
ン
』
な
ん
か
に
載
っ
て
い
る
よ

う
な
も
の
は
客
注
し
な
い
と
入
っ
て
い
な
い
、
っ
て
い
う
感
じ（
１
）」
で
あ
っ
た
と

い
う
。
こ
の
こ
と
は
、『
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
マ
ガ
ジ
ン
』
が
紹
介
す
る

音
楽
が
当
時
に
お
い
て
先
端
的
で
あ
り
、
そ
れ
ゆ
え
に
同
時
代
の
リ
ス
ナ
ー
の

好
奇
心
を
刺
激
し
、
彼
ら
の
音
楽
聴
取
の
動
機
を
供
給
し
得
た
こ
と
を
物
語
っ

て
い
る
。
音
楽
評
論
家
が
ど
の
よ
う
な
音
楽
を
評
価
し
、
そ
れ
に
ど
の
よ
う
な

解
釈
を
与
え
る
か
が
、読
者
＝
リ
ス
ナ
ー
の
音
楽
聴
取
を
規
定
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、複
数
の
音
楽
評
論
家
た
ち
に
よ
っ
て
誌
上
で
行
わ
れ
る
〝
議
論
〟
が
、

読
者
を
巻
き
込
む
形
で
展
開
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
こ
れ
は
ま
た

機
会
を
改
め
て
論
じ
る
こ
と
に
す
る
が
、
名
古
屋
の
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
「
セ
ン
チ

メ
ン
タ
ル
・
シ
テ
ィ
・
ロ
マ
ン
ス
」
の
音
楽
の
評
価
を
め
ぐ
り
、
中
村
と
他
の

評
論
家
が
誌
上
で
激
し
く
ぶ
つ
か
り
合
い
、
読
者
も
そ
の
議
論
に
参
加
す
る
、

な
ど
と
い
う
こ
と
が
一
九
七
五
年
に
あ
っ
た
。

　

私
が
見
学
し
た
武
蔵
野
美
術
大
学
で
の
展
覧
会「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
世
紀
」

は
、「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
の
世
紀
」
と
言
い
つ
つ
も
、
主
役
は
「
ポ
ピ
ュ
ラ
ー

音
楽
」
だ
け
で
は
な
く
音
楽
評
論
家
も
そ
う
で
あ
っ
た
こ
と
を
、
ま
さ
に
中
村

と
う
よ
う
の
業
績
を
偲
ぶ
と
い
う
そ
の
実
践
を
通
じ
て
明
ら
か
に
す
る
も
の
で

あ
っ
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
二
〇
一
六
年
に
細
野
晴
臣
は
、「
音
楽
家
に
と
っ

て
音
楽
評
論
家
は
親
し
み
深
い
と
は
言
い
難
い
が
、
的
確
な
評
論
に
は
耳
を
傾

け
る
価
値
が
あ
る
。
そ
ん
な
関
係
は
今
日
で
は
過
去
の
こ
と
と
の
感
も
あ
る
が

（
（
２
）

略
）」
と
語
っ
て
い
る
。
こ
の
発
言
自
体
は
、
中
村
と
う
よ
う
の
こ
と
を
指
し

た
も
の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
音
楽
評
論
家
が
、
作
曲
家
、
演
奏
家
、
様
々
な

音
楽
、
そ
し
て
読
者
を
取
り
結
ぶ
結
節
点
に
立
つ
存
在
で
あ
る
（
あ
っ
た
）
こ

と
を
改
め
て
確
認
す
る
場
と
し
て
、
こ
の
展
覧
会
は
存
在
し
た
と
言
え
よ
う
。

二
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
表
現
に
よ
る
記
憶
の
喚
起

　
　
　
　
　

―
―　
「
70’s
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
」

　
　
　
　
　
　
　
　
「〝
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
〟
見
え
な
い
都
市
を
見
せ
る
」
考

　

こ
こ
で
は
二
つ
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
報
告
し
た
い
。

　

ま
ず
一
つ
め
は
、
二
〇
一
五
年
八
月
一
日
か
ら
九
月
一
三
日
ま
で
神
奈
川
県

横
浜
市
の
横
浜
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
１
号
館
に
て
開
催
さ
れ
た
、「
70’s
バ
イ
ブ
レ
ー

シ
ョ
ン
」
と
い
う
イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
。「
70’s
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
横
浜
実
行
委

員
会
」
に
よ
る
主
催
で
、
神
奈
川
新
聞
社
、
横
浜
市
文
化
観
光
局
、D

ance 
D

ance D
ance @

 Y
O

K
O

H
A

M
A

 2015 

パ
ー
ト
ナ
ー
事
業
が
後
援
と
な
っ

て
い
る
。
私
は
二
〇
一
五
年
八
月
七
日
と
七
日
に
水
川
敬
章
、
馬
場
伸
彦
と
三
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人
で
参
加
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
、
主
催
者
の
ウ
ェ
ブ
ペ
ー
ジ
に
は
以
下
の
よ
う
に

説
明
さ
れ
て
い
る
。

ニ
ッ
ポ
ン
の
70
年
代
。
そ
れ
は
60
年
代
に
生
ま
れ
た
カ
ウ
ン
タ
ー
／
カ
ル

チ
ャ
ー
の
影
響
の
中
で
、
ニ
ッ
ポ
ン
の
ロ
ッ
ク
が
生
ま
れ
、
多
彩
な
ア
ー

ト
ワ
ー
ク
が
シ
ョ
ッ
ク
を
与
え
、
若
者
の
声
が
世
の
中
を
動
か
し
て
い
っ

た
正
に
現
在
に
つ
な
が
る
「
原
点
」
を
育
ん
だ
デ
ィ
ケ
イ
ド
。

「
70’s
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
60
年
代
末
か
ら
80
年
代
初
頭
ま
で
を
視

野
に
入
れ
、
そ
ん
な
70
年
代
を
「
現
物
」
の
リ
ア
リ
テ
ィ
で
体
感
す
る
イ

ベ
ン
ト
で
す（
３
）。

　

つ
ま
り
、
そ
の
イ
ベ
ン
ト
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
も
分
か
る
こ
と
だ
が
、「
ニ
ッ

ポ
ン
の
ロ
ッ
ク
」
や
「
若
者
」
の
文
化
が
育
ま
れ
た
重
要
な
時
代
と
し
て

一
九
七
〇
年
代
を
捉
え
、イ
ベ
ン
ト
参
加
者
に
そ
の
時
代
の
空
気
感
を
「
現
物
」

に
よ
っ
て
「
体
感
」
さ
せ
る
こ
と
が
こ
こ
で
は
企
図
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

興
味
深
い
の
は
、「
若
者
の
声
が
世
の
中
を
動
か
し
て
い
っ
た
正
に
現
在
に
つ

な
が
る
「
原
点
」
を
育
ん
だ
デ
ィ
ケ
イ
ド
」
と
い
う
記
述
だ
。
こ
の
記
述
が
顕

在
化
さ
せ
る
の
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
「
若
者
」
文
化
と
現
在
の
「
若
者
」
文

化
と
を
連
続
的
に
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
歴
史
観
で
あ
る
。
し
か
も
、

一
九
七
〇
年
代
を
現
在
の
「
原
点
」
と
し
て
い
る
点
か
ら
、
当
時
か
ら
現
在
ま

で
の
推
移
を
進
歩
的
、発
展
的
な
も
の
と
し
て
評
価
す
る
見
方
が
う
か
が
え
る
。

言
う
ま
で
も
な
く
、
当
時
の
「
若
者
」
の
置
か
れ
て
い
た
状
況
と
現
在
の
そ
れ

と
の
間
に
は
大
き
な
隔
た
り
が
あ
る
。
例
え
ば
、情
報
技
術
の
環
境
の
違
い（
具

体
的
に
は
ネ
ッ
ト
の
有
無
）
が
あ
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
め
ぐ
る
意
識
の
隔
た
り

が
あ
り
、
戦
争
と
い
う
も
の
に
対
す
る
距
離
感
の
違
い
が
あ
り
、
都
市
と
地
方

と
の
格
差
の
質
の
隔
た
り
な
ど
が
あ
る
。
そ
う
し
た
様
々
な
領
域
に
見
い
だ
さ

れ
る
隔
た
り
に
対
し
、
二
つ
の
う
ち
の
一
方
を
「
始
点
」
な
い
し
「
原
点
」
と

し
て
も
う
一
方
と
因
果
関
係
的
に
結
び
つ
け
て
い
く
こ
と
は
、
両
者
の
間
に
横

た
わ
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
決
定
的
な
亀
裂
を
見
な
い
で
済
ま
す
、
視
野
狭

窄
的
な
思
考
を
形
成
し
て
し
ま
う
。
そ
れ
ば
か
り
で
な
く
、
一
方
の
成
立
の
根

拠
と
し
て
他
方
を
回
収
し
よ
う
と
す
る
、
歴
史
に
お
け
る
横
領
を
も
引
き
起
こ

す
こ
と
に
な
る
。「
原
点
」
と
い
う
も
の
の
措
定
は
、
そ
れ
ほ
ど
政
治
的
な
も

の
に
な
る
は
ず
だ
。
し
か
も
、「
60
年
代
」
の
状
況
を
視
野
に
は
入
れ
つ
つ
も
、

一
九
七
〇
年
代
を
「
原
点
」
と
し
て
措
定
し
た
こ
と
で
、そ
れ
以
前
の
「
若
者
」

文
化
を
〝
前
史
〟
あ
る
い
は
〝
歴
史
の
外
側
〟
と
す
る
歴
史
観
を
構
成
し
て
し

ま
う
。
そ
れ
は
一
九
六
〇
年
代
よ
り
以
前
の
、
戦
前
か
ら
存
在
し
、
敗
戦
直
後

に
は
過
激
な
形
で
展
開
さ
れ
た
ア
メ
リ
カ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
問
題
や
、
現
在

の
「
若
者
」
文
化
に
も
暗
く
潜
ん
で
い
る
帝
国
の
記
憶
（
ア
ジ
ア
に
対
す
る
植

民
地
主
義
的
な
想
像
力
）
の
問
題
な
ど
を
捨
象
し
て
し
ま
う
こ
と
に
繋
が
る
だ

ろ
う
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
主
催
者
側
の
掲
げ
る
企
画
の
趣
旨
文
に
潜
在
す
る
歴
史
意

識
に
つ
い
て
は
い
さ
さ
か
留
意
点
が
あ
る
の
だ
が
、
こ
の
企
画
そ
の
も
の
は
、

一
九
七
〇
年
代
の
音
楽
文
化
を
具
体
的
な
マ
テ
リ
ア
ル
（
ポ
ス
タ
ー
、
レ
コ
ー

ド
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
、
チ
ケ
ッ
ト
、
雑
誌
な
ど
の
「
現
物
」）
を
通
し
て
体
感
さ
せ

よ
う
と
す
る
、
意
欲
的
な
も
の
で
あ
っ
た
。
現
物
を
通
し
て
当
時
の
文
化
状
況

に
精
通
し
て
い
る
者
の
記
憶
を
喚
起
し
、
そ
し
て
当
時
の
状
況
を
知
ら
な
い
者

の
想
像
力
を
喚
起
す
る
も
の
と
な
っ
て
い
た
。
ま
た
、一
九
七
〇
年
代
に
東
京
・



25

南
青
山
の
骨
董
通
り
に
実
在
し
た
伝
説
的
な
レ
コ
ー
ド
シ
ョ
ッ
プ
「
パ
イ
ド
パ

イ
パ
ー
ハ
ウ
ス
」が
期
間
限
定
で
赤
レ
ン
ガ
倉
庫
に
お
い
て
開
店
し（
二
〇
一
六

年
七
月
か
ら
期
間
限
定
で
、
タ
ワ
ー
レ
コ
ー
ド
渋
谷
店
内
に
開
設
し
て
い
る
）、

現
在
入
手
可
能
な
ア
ナ
ロ
グ
盤
や
Ｃ
Ｄ
な
ど
を
陳
列
し
て
当
時
の
店
内
を
再
現

し
、
当
時
の
リ
ス
ナ
ー
の
音
楽
受
容
を
追
体
験
で
き
る
よ
う
な
試
み
も
行
わ
れ

て
い
た（
４
）。

　

他
に
も
期
間
中
に
は
ラ
イ
ヴ
や
ト
ー
ク
シ
ョ
ウ
が
開
催
さ
れ
た
り
、
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
や
音
楽
業
界
関
係
者
ら
に
よ
る
解
説
付
き
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
・
ツ

ア
ー
が
行
わ
れ
た
り
、
ま
た
一
九
七
九
年
の
Ｙ
Ｍ
Ｏ
ワ
ー
ル
ド
ツ
ア
ー
に
使
用

さ
れ
た
楽
器
が
展
示
さ
れ
た
り
な
ど
、
来
場
者
の
関
心
を
惹
く
様
々
な
企
画
が

用
意
さ
れ
て
い
た
の
だ
が
、
そ
の
中
で
も
注
目
し
た
い
の
が
、
鋤
田
正
義
、
井

出
情
児
ら
写
真
家
に
よ
る
、
当
時
活
躍
し
て
い
た
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
た
ち
を
被

写
体
と
す
る
モ
ノ
ク
ロ
写
真
が
か
な
り
多
く
展
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

鋤
田
正
義
は
Ｔ
・
レ
ッ
ク
ス
や
デ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ボ
ウ
イ
な
ど
海
外
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
な
ど
も
撮
影
し
た
カ
メ
ラ
マ
ン
で
、
国
内
で
は
沢
田
研
二
や
土
屋
昌
巳
、

Ｙ
Ｍ
Ｏ
や
忌
野
清
志
郎
ら
の
写
真
集
を
手
が
け
て
い
る
。
井
出
情
児
は
ア
ン

ダ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
音
楽
や
演
劇
を
撮
影
し
、
映
画
や
音
楽
映
像
な
ど
の
作
品

も
著
し
た
カ
メ
ラ
マ
ン
で
あ
る
。
彼
ら
は
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
宣
材
写
真
で

は
な
く
、
彼
ら
が
ス
テ
ー
ジ
や
レ
コ
ー
デ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
で
演
奏
し
て
い
る
様

子
や
、
彼
ら
の
何
気
な
い
日
常
の
一
コ
マ
を
視
覚
的
に
切
り
取
っ
た
。
そ
れ
ら

の
写
真
群
が
、
他
の
様
々
な
当
時
の
「
現
物
」
と
併
せ
て
展
示
さ
れ
て
い
た
。

一
九
七
〇
年
代
の
音
楽
を
中
心
と
し
た
「
バ
イ
ブ
レ
ー
シ
ョ
ン
」
は
、
聴
覚
的

な
表
現
だ
け
で
な
く
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
表
現
に
よ
っ
て
も
再
生
さ
れ
る
の
だ
と
い

う
認
識
が
、
こ
の
イ
ベ
ン
ト
に
お
い
て
共
有
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
認
識
が

成
り
立
ち
得
る
の
は
、
当
時
の
音
楽
と
い
う
も
の
が
、
そ
の
中
心
に
あ
る
音

と
、
そ
の
音
を
奏
で
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
見
た
目
や
立
ち
居
振
る
舞
い
な
ど
と

が
交
接
す
る
こ
と
で
構
成
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
を
受
容
者
の

側
も
十
分
に
承
知
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
こ
そ
、
音
楽
を
め
ぐ
る

記
憶
が
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
表
現
を
契
機
に
し
て
喚
起
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
。

こ
う
し
た
こ
と
の
延
長
上
に
、
例
え
ば
『
新
宿
ロ
フ
ト
40
周
年
記
念
写
真
集　

RO
CK

 O
F A

GES

』（
二
〇
一
六
年
、
ロ
フ
ト
ブ
ッ
ク
ス
）
と
い
っ
た
記
録

が
存
在
す
る
し
、
次
に
紹
介
す
る
イ
ベ
ン
ト
も
成
立
す
る
。

　

本
節
で
二
つ
め
に
取
り
上
げ
る
の
が
、「
東
京
ア
ー
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
Ⅵ 〝
Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
〟
見
え
な
い
都
市
を
見
せ
る
」
で
あ
る
【
図
２
】。
こ
れ
は
東
京
都

江
東
区
に
あ
る
東
京
都
現
代
美
術
館
に
て
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
七
日
か
ら

二
〇
一
六
年
二
月
一
四
日
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
展
覧
会
で
あ
る
。
こ
れ
は
広
瀬

単
独
で
、
二
〇
一
六
年
一
月
一
六
日
に
見
学
し
た
。
こ
の
展
覧
会
は
音
楽
関
係

の
展
示
と
い
う
よ
り
、
現
代
ア
ー
ト
の
美
術
家
た
ち
の
作
品
展
示
が
中
心
で
あ

り
、「
見
え
な
い
都
市
を
見
せ
る
」
こ
と
が
狙
い
と
さ
れ
て
い
た
。「
東
京
」
と

い
う
都
市
空
間
を
「
表
象
」
と
し
て
捉
え
る
こ
と
そ
の
も
の
は
、
決
し
て
珍
し

い
試
み
で
は
な
い
。
し
か

し
、
こ
の
展
覧
会
の
開
催

意
図
を
見
る
と
、
そ
こ
に

は
政
治
的
な
思
惑
が
は
っ

き
り
と
示
さ
れ
て
い
た
。

以
下
に
引
用
す
る
の
は
、

展
覧
会
の
開
催
に
合
わ
せ

て
刊
行
さ
れ
た
図
録
兼
書

【図 2】
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籍
の
中
の
「
は
じ
め
に
」
の
一
節
で
あ
る
が
、
こ
れ
と
ほ
と
ん
ど
同
じ
内
容
の

文
章
が
展
覧
会
で
配
布
さ
れ
た
紙
媒
体
の
資
料
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

展
覧
会
場
の
入
り
口
を
入
っ
て
す
ぐ
の
ス
ペ
ー
ス
に
も
掲
示
さ
れ
て
い
た
。

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
２
０
２
０
年
に
ひ
か
え
、
文

化
都
市
「
東
京
」
に
つ
い
て
の
議
論
が
さ
か
ん
に
な
っ
て
い
ま
す
。
デ
ジ

タ
ル
化
、商
業
化
さ
れ
た
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
な
文
化
の
外
観
は
、フ
ラ
ッ

ト
で
と
ら
え
ど
こ
ろ
の
な
い
荒
野
、
洗
練
さ
れ
る
が
ゆ
え
に
冷
た
い
氷
河

に
も
見
え
ま
す
。

１
９
８
０
年
代
、
東
京
は
世
界
的
に
注
目
さ
れ
る
華
や
か
な
文
化
都
市
で

し
た
。
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
や
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
の
豊
か
さ
に
、
ア
ー
ト

の
文
脈
を
交
差
、
リ
ミ
ッ
ク
ス
し
て
新
し
い
文
化
を
生
み
出
す
東
京
の

想
像
力
が
そ
こ
で
一
度
花
開
い
た
の
で
す
。
四
半
世
紀
経
っ
た
現
在
、
東

京
は
文
化
都
市
と
し
て
ど
の
よ
う
な
姿
を
世
界
に
、
ま
た
こ
こ
に
住
む
私

た
ち
の
前
に
あ
ら
わ
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？　

震
災
で
「
永
遠
の
日

常
」
が
継
続
し
な
い
こ
と
を
知
っ
た
私
た
ち
は
、
少
子
高
齢
化
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
、移
民
問
題
な
ど
の
危
機
を
世
界
と
共
有
し
な
が
ら
、新
し
い
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
を
模
索
し
て
い
ま
す（
５
）。

　

つ
ま
り
こ
の
展
覧
会
は
、
二
〇
二
〇
年
に
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
を
開
催
す
る
こ
と
に
な
る
東
京
が
、
外
側
か
ら
ど
の
よ
う
に
見
ら
れ
る

都
市
で
あ
る
の
か
省
み
る
こ
と
を
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
と
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
あ
っ

た
。
こ
の
〝
自
省
〟
を
通
じ
て
東
京
は
「
文
化
都
市
」
と
し
て
の
自
負
を
持
つ

こ
と
が
で
き
て
い
る
よ
う
だ
が
、「
荒
野
」
や
「
氷
河
」
と
い
っ
た
語
で
捉
え

ら
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
、
決
し
て
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
に
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

自
己
像
を
見
い
だ
し
た
よ
う
で
も
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
一
一
年
の
東
日
本
大
震

災
以
降
に
意
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
、
様
々
な
問
題
に
対
す
る
不
安
も
抱
え
て

い
る
よ
う
だ
。
そ
の
よ
う
な
東
京
と
い
う
都
市
の
自
負
心
と
反
省
心
と
不
安
と

が
混
交
す
る
中
で
、「
世
界
的
に
注
目
さ
れ
る
華
や
か
な
文
化
都
市
」
で
あ
っ

た
一
九
八
〇
年
代
の
東
京
の
イ
メ
ー
ジ
が
、
好
意
的
な
も
の
と
し
て
召
喚
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
こ
の
イ
メ
ー
ジ
の
召
喚
は
、「
文
化
都
市
」
と
し
て
の
自
信
回

復
を
目
的
に
な
さ
れ
た
も
の
だ
。
右
の
文
章
は
、
東
京
と
い
う
都
市
が
抱
え
て

い
る
ナ
ル
シ
ス
テ
ィ
ッ
ク
な
欲
望
を
に
じ
ま
せ
つ
つ
、「
文
化
都
市
」
と
し
て

の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
固
守
し
よ
う
と
す
る
政
治
的
な
文
章
で
あ
っ
た
。

　

都
市
の
欲
望
と
い
う
こ
と
で
言
え
ば
、「
見
え
な
い
都
市
を
見
せ
る
」
と
い

う
こ
の
展
覧
会
の
テ
ー
マ
そ
の
も
の
の
中
に
、
そ
の
欲
望
は
渦
巻
い
て
い
る
。

「
見
え
な
い
都
市
を
見
せ
る
」
と
主
語
が
明
ら
か
に
な
ら
な
い
中
で
、
何
者
か

の
意
思
が
語
ら
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、「
見
え
な
い
都
市
」
な
る
も
の
を
見
せ

よ
う
と
す
る
そ
の
欲
望
の
主
体
に
は
、「
見
え
な
い
都
市
」
そ
の
も
の
が
果
た

し
て
見
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。「
見
え
な
い
都
市
」
の
内
実
を
把
握
し
得
て

い
る
の
だ
ろ
う
か
。「
見
え
な
い
都
市
」
を
見
せ
よ
う
と
す
る
そ
の
欲
望
の
主

体
が
、
自
ら
の
欲
望
の
実
現
に
都
合
の
良
い
よ
う
な
都
市
イ
メ
ー
ジ
、
つ
ま
り

「
文
化
都
市
」
と
し
て
の
自
信
を
回
復
さ
せ
て
く
れ
る
の
に
適
し
た
イ
メ
ー
ジ

と
い
う
も
の
を
、「
見
え
な
い
」
状
況
に
置
か
れ
て
い
た
「
都
市
」
の
本
来
の

姿
で
あ
る
の
だ
と
し
て
、可
視
化
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
「
見
え
な
い
都
市
」
な
る
も
の
を
見
せ
よ
う
と
す
る
主
体
は
、「
都
市
」
を
見

る
こ
と
が
叶
わ
な
い
者
に
対
し
て
特
権
的
な
立
場
を
取
っ
て
い
る
。
し
か
も
、

彼
ら
の
そ
の
特
権
は
、「
見
え
な
い
都
市
」
を
見
さ
せ
ら
れ
る
者
に
よ
っ
て
簒
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奪
さ
れ
る
こ
と
が
な
い
。
見
さ
せ
ら
れ
る
側
の
者
に
と
っ
て
は「
都
市
」は
元
々

見
え
て
い
な
い
も
の
で
あ
っ
た
わ
け
だ
か
ら
、
実
際
に
見
さ
せ
ら
れ
た
そ
れ
が

本
当
に
従
来
不
可
視
化
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
の
か
を
検
証
す
る
こ
と
が

で
き
な
い
の
だ
。
そ
の
た
め
、「
見
え
な
い
都
市
」
の
可
視
化
を
司
る
者
た
ち

の
権
威
の
根
拠
を
「
欺
瞞
だ
」
と
主
張
す
る
資
格
を
、
彼
ら
は
持
つ
こ
と
が
で

き
な
い
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、「
見
え
な
い
都
市
」
を
見
せ
よ
う
と
す
る

主
体
が
、
彼
ら
自
身
の
欲
望
を
充
足
し
て
く
れ
る
都
市
イ
メ
ー
ジ
を
恣
意
的
に

顕
在
化
さ
せ
、「
こ
れ
こ
そ
が
「
見
え
な
い
都
市
」
の
本
当
の
姿
な
の
だ
」、「
こ

の
本
当
の
姿
を
可
視
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
私
た
ち
だ
け
な
の
だ
」
と
騙

る
こ
と
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、「
見
え
な
い
都
市
」
を
見
さ
せ
ら
れ
る
者
は
そ

れ
を
否
定
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
そ
し
て
、
そ
の
否
定
で
き
な
い
と
い
う
立

場
が
、
相
手
側
の
特
権
性
を
承
認
す
る
こ
と
に
繋
が
る
の
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
で
、
こ
の
展
覧
会
は
一
九
八
〇
年
代
以
降
の
日
本
の
大
衆
文
化
に
焦

点
を
当
て
よ
う
と
し
て
い
る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
七
〇
年
代
の

日
本
の
大
衆
音
楽
を
対
象
と
す
る
本
研
究
の
趣
旨
と
多
少
ず
れ
て
い
る
よ
う
に

思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
本
展
覧
会
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
〝
時

代
の
始
ま
り
〟
と
し
て
一
九
八
〇
年
代
を
捉
え
て
い
る
か
を
探
る
こ
と
で
、
そ

の
前
の
時
代
に
対
す
る
意
識
を
窺
い
知
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

　

こ
の
展
覧
会
で
は
、「〝
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
〟
を
読
み
解
く
10
の
キ
ー
ワ
ー
ド
」
と

し
て
、
一
〇
個
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に
基
づ
く
展
示
の
分
節
を
行
っ
て
い
た
。
そ
の

一
〇
個
と
は
、「
文
化
事
象
と
し
て
の
Ｙ
Ｍ
Ｏ
」「
自
己
演
出
の
舞
台
装
置
」「
飛

べ
な
く
な
っ
た
魔
法
の
絨
毯
」「
何
か
が
起
こ
る
前
夜
と
し
て
の
東
京
」「
ポ
ス

ト
・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
世
代
の
感
性
」「
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
さ
れ
続
け
る
東
京
」「
東

京
の
音
／
リ
リ
シ
ズ
ム
を
探
る
」「
東
京
と
私
を
つ
な
ぐ
、極
私
的
な
風
景
」「
公

共
空
間
の
リ
デ
ザ
イ
ン
」「
ワ
ー
ム
ホ
ー
ル
と
し
て
の
東
京
」
で
あ
る
。
こ
の

展
覧
会
の
メ
タ
・
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
し
て
い
る
の
は
長
谷
川
祐
子
と
難

波
祐
子
で
、
二
人
の
下
に
六
組
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
配
置
さ
れ
て
い
た
。
そ
の

六
組
と
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｏ
＋
宮
沢
章
夫
、
蜷
川
実
花
、
ホ
ン
マ
タ
カ
シ
、
岡
田
利
規
、

EBM
(T

)

、
松
江
哲
明
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
一
九
七
〇
年
代
の
大
衆
音

楽
を
対
象
と
す
る
本
研
究
の
内
容
と
特
に
合
致
し
て
い
る
の
が
、
Ｙ
Ｍ
Ｏ
＋
宮

沢
章
夫
が
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
し
て
い
る
「
文
化
事
象
と
し
て
の
Ｙ
Ｍ
Ｏ
」
で

あ
る
。

　

Ｙ
Ｍ
Ｏ
と
は
、
本
稿
第
二
節
で
も
既
に
言
及
し
て
い
る
が
、
言
わ
ず
と
知

れ
た
日
本
を
代
表
す
る
伝
説
的
な
テ
ク
ノ
ポ
ッ
プ
・
グ
ル
ー
プ
で
、
細
野
晴

臣
、
坂
本
龍
一
、
高
橋
幸
宏
ら
三
人
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
たY

ellow
 M

agic 
O

rchestra

（
イ
エ
ロ
ー
・
マ
ジ
ッ
ク
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
）
の
こ
と
で
あ
る
。

一
九
八
〇
年
代
の
ポ
ッ
プ
カ
ル
チ
ャ
ー
を
象
徴
す
る
ア
イ
コ
ン
と
し
て
知
ら
れ

て
い
る
が
、
結
成
そ
の
も
の
は
一
九
七
八
年
で
あ
る
。

　
「
文
化
事
象
と
し
て
の
Ｙ
Ｍ
Ｏ
」
の
展
示
ス
ペ
ー
ス
を
構
成
し
て
い
た
の
は
、

Ｙ
Ｍ
Ｏ
の
当
時
の
ラ
イ
ヴ
映
像
、
Ｙ
Ｍ
Ｏ
が
Ｔ
Ｖ
の
Ｃ
Ｍ
に
出
演
し
た
際
に
用

い
ら
れ
た
オ
ブ
ジ
ェ
や
、彼
ら
が
来
て
い
た
衣
装
な
ど
で
あ
っ
た
。
メ
タ
・
キ
ュ

レ
ー
シ
ョ
ン
を
担
当
し
た
長
谷
川
祐
子
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
Ｙ
Ｍ
Ｏ
に
言

及
し
、「
可
愛
ら
し
さ
、
奇
妙
さ
、
非
人
間
的
な
身
体
、
と
い
う
特
徴
が
今
ま

で
に
な
か
っ
た
ラ
デ
ィ
カ
リ
テ
ィ
を
生
み
出
し
た
。
非
身
体
性
、
表
象
性
、
記

号
性
、
差
異
化
の
要
素
は
、
彼
等
が
青
春
時
代
を
送
っ
た
60
―
70
年
代
の
身
体

性
と
感
情
の
澱
を
浄
化
、
リ
セ
ッ
ト
す
る
。
そ
こ
に
新
し
さ
が
あ
っ
た（
６
）」

と
述

べ
、
一
九
八
〇
年
代
の
Ｙ
Ｍ
Ｏ
が
〝
非
身
体
的
な
も
の
〟
を
顕
現
す
る
存
在
で

あ
っ
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
の
宮
沢
章
夫
も
、「
そ
れ
ま
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で
の
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
音
楽
は
割
と
泥
臭
く
て
身
体
性
を
強
調
す
る
と
こ
ろ
が
あ
っ

た
。
ロ
ッ
ク
な
ん
か
も
そ
う
で
す
が
、
そ
こ
に
洗
練
さ
れ
た
非
身
体
的
な
「
テ

ク
ノ
」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
Ｙ
Ｍ
Ｏ
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
。
そ
う
し
た
ス

タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
さ
に
、
多
く
の
若
者
が
飛
び
つ
い
た
ん
だ
と
思
い
ま
す（
７
）」
と
、

長
谷
川
と
同
様
の
こ
と
を
語
っ
て
い
る
。

　

し
か
し
、
お
そ
ら
く
は
宮
沢
章
夫
が
文
責
と
な
る
、
展
示
ス
ペ
ー
ス
内
に
掲

載
さ
れ
た
説
明
文
に
は
、
実
は
、
単
な
る
〝
一
九
八
〇
年
代
＝
非
身
体
性
〟
と

い
う
図
式
に
は
当
て
は
ま
ら
な
い
見
通
し
が
示
さ
れ
て
い
た
。

当
時
の
最
先
端
の
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
と
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
電
子
音

楽
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｏ
の
テ
ク
ノ
ポ
ッ
プ
の
代
名
詞
と
な
っ
て
お
り
、
電
子
音
に

よ
る
サ
ウ
ン
ド
だ
け
を
聴
い
て
い
る
と
、
身
体
性
を
極
度
に
感
じ
さ
せ
な

い
。
ま
た
１
９
８
１
年
の
ウ
ィ
ン
タ
ー
・
ラ
イ
ヴ
の
よ
う
に
演
奏
機
材
を

隠
す
よ
う
な
ス
テ
ー
ジ
セ
ッ
ト
で
は
、
メ
ン
バ
ー
が
演
奏
す
る
様
子
が
ほ

と
ん
ど
わ
か
ら
な
い
造
り
に
な
っ
て
お
り
、
演
奏
者
の
非
身
体
性
が
よ
り

強
調
さ
れ
た
形
と
な
っ
た
。
だ
が
実
際
に
は
、
Ｙ
Ｍ
Ｏ
の
演
奏
は
、
有
線

で
つ
な
が
れ
た
巨
大
な
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
を
ス
イ
ッ
チ
や
ツ
マ
ミ
で
操
作

し
、
デ
ー
タ
ロ
ー
ド
に
時
間
が
か
か
る
当
時
の
機
器
の
制
約
の
都
合
上
、

ラ
イ
ヴ
で
は
数
曲
先
の
デ
ー
タ
を
そ
の
場
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
打
ち
込
み

な
が
ら
ロ
ー
ド
す
る
な
ど
、
は
る
か
に
身
体
的
な
作
業
に
支
え
ら
れ
て
い

た
。
こ
う
し
た
手
作
業
に
支
え
ら
れ
た
電
子
音
に
加
え
て
、
機
械
の
ビ
ー

ト
に
合
わ
せ
て
演
奏
で
き
る
卓
越
し
た
演
奏
家
で
あ
る
３
人
の
メ
ン
バ
ー

が
い
た
か
ら
こ
そ
、
Ｙ
Ｍ
Ｏ
の
未
来
的
な
テ
ク
ノ
ポ
ッ
プ
の
サ
ウ
ン
ド
が

可
能
と
な
っ
た
。
こ
う
し
た
非
身
体
性
に
見
え
隠
れ
す
る
身
体
性

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

0

も
ま
た

Ｙ
Ｍ
Ｏ
の
も
う
一
つ
の
大
き
な
特
徴
で
あ
っ
た
。（
傍
点
引
用
者
）

　

こ
の
右
の
引
用
に
よ
っ
て
示
さ
れ
て
い
る
見
解
に
、
私
も
同
意
す
る
。
こ
の

文
章
が
物
語
る
の
は
、
一
九
八
〇
年
代
の
「〝
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
〟」
の
特
徴
と
し
て

捉
え
ら
れ
る
「
非
身
体
性
」
と
い
う
も
の
は
表
層
的
な
も
の
で
あ
っ
て
、
長
谷

川
祐
子
が
「
60
―
70
年
代
の
身
体
性
と
感
情
の
澱
を
浄
化
、
リ
セ
ッ
ト
す
る
」

と
し
て
語
る
〝
過
去
と
の
断
絶
〟
と
い
う
歴
史
的
事
象
も
、
実
は
表
層
的
な
も

の
で
し
か
な
い
、
と
い
う
ア
イ
ロ
ニ
カ
ル
な
事
実
だ
。〝
一
九
八
〇
年
代
＝
非

身
体
性
〟
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
は
、
長
谷
川
の
欲
望
を
充
足
す
る
た
め
に
恣
意
的

に
動
員
さ
れ
た
都
市
イ
メ
ー
ジ
に
他
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
。宮
沢
章
夫
は
、

非
身
体
性
と
い
う
概
念
を
「
ス
タ
イ
リ
ッ
シ
ュ
さ
」
と
し
な
が
ら
、そ
れ
に
「
多

く
の
若
者
が
飛
び
つ
い
た
」
こ
と
を
指
摘
し
て
い
た
が
、
そ
う
し
た
「
多
く
の

若
者
」の
動
向
は
表
層
的
な
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
、と
い
う
こ
と
に
な
る
。「
非

身
体
性
に
見
え
隠
れ
す
る
身
体
性
」
と
い
う
も
の
が
Ｙ
Ｍ
Ｏ
に
よ
っ
て
体
現
さ

れ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
そ
し
て
そ
の
事
実
を
こ
の
展
覧
会
を
通
じ
て
明
ら
か
に

す
る
の
で
あ
れ
ば
、「
見
え
な
い
都
市
を
見
せ
る
」
と
い
う
主
旨
の
展
覧
会
が

見
さ
せ
て
く
れ
た
も
の
は
他
な
ら
ぬ
「
身
体
性
」
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

皮
肉
な
言
い
方
に
な
る
が
、
長
谷
川
の
一
九
八
〇
年
代
論
を
裏
切
る
よ
う
な
展

示
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
そ
の
こ
と
が
、
こ
の
「
東
京
ア
ー
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
Ⅵ 

〝
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
〟
見
え
な
い
都
市
を
見
せ
る
」
の
魅
力
の
一
つ
な
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

非
身
体
性
を
顕
在
化
さ
せ
た
と
い
う
Ｙ
Ｍ
Ｏ
の
業
績
は
、
東
京
と
い
う
「
文

化
都
市
」
の
文
化
事
象
と
し
て
展
示
さ
れ
て
い
た
。
一
九
八
〇
年
代
の
東
京
が

Ｙ
Ｍ
Ｏ
を
生
み
出
し
た
、
と
語
っ
て
い
る
に
等
し
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
実
際
に
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そ
の
よ
う
な
「
非
身
体
性
」
を
演
出
し
て
い
た
の
は
、「
は
る
か
に
身
体
的
な

作
業
」
に
従
事
し
、
卓
越
し
た
演
奏
能
力
を
有
し
た
音
楽
家
の
身
体
で
あ
っ
た

の
だ
。
こ
の
音
楽
家
の
身
体
が
な
け
れ
ば
、「〝
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
〟」
の
非
身
体
的

な
「
文
化
事
象
」
な
ど
成
立
さ
せ
得
な
か
っ
た
、
と
い
う
こ
と
な
の
だ
。
そ
の

意
味
で
、
一
九
八
〇
年
代
の
都
市
文
化
を
考
え
る
上
で
も
、
一
九
七
〇
年
代
の

音
楽
家
の
「
身
体
性
」
の
質
に
再
注
目
す
る
必
要
が
あ
る
。

三
、一
九
七
〇
年
代
の
記
憶
―
―
「
宮
沢
章
夫
、
牧
村
憲
一
に
質
問
す
る
」
考

　

本
稿
で
最
後
に
報
告
す
る
の
が
、
二
〇
一
六
年
一
〇
月
七
日
の
東
京
都
渋
谷

区
のLO

FT
9 Shibuya

で
行
わ
れ
た
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
、「
宮
沢
章
夫
、
牧

村
憲
一
に
質
問
す
る
～
70
年
代
日
本
ポ
ッ
プ
ス
史
を
聞
く
～
」
で
あ
る
。
こ
れ

は
広
瀬
が
単
独
で
参
加
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

宮
沢
章
夫
は
、
前
節
で
言
及
し
た
展
覧
会
「
東
京
ア
ー
ト
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
Ⅵ 

〝
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ
〟
見
え
な
い
都
市
を
見
せ
る
」
に
お
け
る
「
文
化
事
象
と
し
て

の
Ｙ
Ｍ
Ｏ
」
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
で
も
あ
っ
た
人
物
で
あ
る
。
劇
作
家
・
演
出
家

で
、「
ラ
ジ
カ
ル
・
ガ
ジ
ベ
リ
ビ
ン
バ
・
シ
ス
テ
ム
」
や
「
遊
園
地
再
生
事
業

団
」
を
結
成
し
て
い
た
。
近
年
で
は
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
Ｅ
テ
レ
の
番
組
「
ニ
ッ
ポ
ン

戦
後
サ
ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
史
」
の
講
師
役
を
務
め
、
一
九
七
〇
年
代
の
大
衆
音
楽

に
つ
い
て
も
批
評
的
に
言
及
を
行
っ
て
い
る
。
一
方
の
牧
村
憲
一
は
、
音
楽
批

評
家
で
加
藤
和
彦
や
竹
内
ま
り
や
、フ
リ
ッ
パ
ー
ズ
・
ギ
タ
ー
な
ど
数
々
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
の
ア
ル
バ
ム
の
制
作
や
宣
伝
に
携
わ
っ
て
き
た
人
物
で
、『
未
来
型

サ
バ
イ
バ
ル
音
楽
論
』（
津
田
大
介
と
の
共
著
、二
〇
一
〇
年
、中
央
公
論
新
社
）

や『
ニ
ッ
ポ
ン
・
ポ
ッ
プ
ス
・
ク
ロ
ニ
ク
ル1969-1989

』（
二
〇
一
三
年
、ス
ペ
ー

ス
シ
ャ
ワ
ー
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
）
な
ど
の
著
書
も
あ
る
。
一
九
七
〇
年
代
の
音
楽

に
関
し
て
言
え
ば
、
一
九
七
〇
年
に
中
津
川
フ
ォ
ー
ク
・
ジ
ャ
ン
ボ
リ
ー
の
実

行
委
員
と
し
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ブ
ッ
キ
ン
グ
を
担
当
し
た
り
、
Ｃ
Ｍ
音
楽
制

作
の
世
界
に
大
滝
詠
一
を
招
き
寄
せ
た
り
（
大
滝
と
大
森
昭
男
と
を
出
会
わ
せ

る
）、
シ
ュ
ガ
ー
・
ベ
イ
ブ
や
セ
ン
チ
メ
ン
タ
ル
・
シ
テ
ィ
・
ロ
マ
ン
ス
の
プ

ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
に
携
わ
っ
た
り
な
ど
し
て
い
た
。

　

こ
の
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
は
、
牧
村
憲
一
の
当
時
の
経
験
や
そ
れ
に
対
す
る
実

感
な
ど
を
回
想
し
な
が
ら
語
る
と
い
う
形
で
進
め
ら
れ
た
。
そ
の
た
め
、
筋
道

の
は
っ
き
り
し
た
話
で
は
な
く
、
連
想
が
連
想
を
生
み
出
し
て
い
く
よ
う
な
広

が
り
を
持
つ
話
で
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
ゆ
え
の
魅
力
を
持
っ
た
ト
ー
ク
で
あ
っ

た
。
六
文
銭
の
小
室
等
と
別
役
実
と
の
関
係
性
に
言
及
し
な
が
ら
、
一
九
七
〇

年
代
当
時
の
音
楽
が
演
劇
と
接
点
を
有
し
て
い
た
こ
と
、
東
京
の
フ
ォ
ー
ク
音

楽
界
は
演
歌
を
「
見
え
な
い
も
の
」
に
し
て
い
た
反
面
、
大
阪
の
フ
ォ
ー
ク
は

東
京
の
フ
ォ
ー
ク
を
「
見
え
な
い
も
の
」
に
し
て
い
た
こ
と
、
は
っ
ぴ
い
え
ん

ど
と
内
田
裕
也
と
の
間
に
顕
在
化
し
た
「
日
本
語
ロ
ッ
ク
論
争
」
に
は
「
経
済

闘
争
」
的
な
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
な
ど
、
当
事
者
の
目
に
映
っ
た
一
九
七
〇

年
代
の
音
楽
事
情
が
、
牧
村
の
記
憶
を
遡
る
よ
う
に
し
て
語
ら
れ
て
い
っ
た
。

こ
の
と
き
の
牧
村
の
話
の
内
容
の
一
部
は
、
牧
村
憲
一
『「
ヒ
ッ
ト
ソ
ン
グ
」

の
作
り
か
た 　

大
滝
詠
一
と
日
本
ポ
ッ
プ
ス
の
開
拓
者
た
ち
』（
二
〇
一
六

年
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
出
版
）
の
記
述
と
重
複
し
て
い
る
。
特
に
、
は
っ
ぴ
い
え
ん
ど
の

活
動
を
終
え
た
大
滝
詠
一
が
Ｃ
Ｍ
音
楽
制
作
に
携
わ
る
よ
う
に
な
り
、「
サ
イ

ダ
ー
’73
」
を
発
表
し
た
経
緯
に
つ
い
て
の
話
は
、『「
ヒ
ッ
ト
ソ
ン
グ
」
の
作
り

か
た
』
に
お
い
て
も
言
及
さ
れ
て
い
る
。

　

牧
村
憲
一
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
音
楽
文
化
の
特
徴
を
以
下
の
よ
う
に
説
明
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し
て
い
る
。

　

様
々
な
才
能
が
世
の
中
に
登
場
し
た
一
九
七
〇
年
代
は
、
そ
の
前
の

六
〇
年
代
と
比
べ
て
圧
倒
的
に
面
白
い
時
代
で
し
た
。

　

ま
ず
六
〇
年
代
と
七
〇
年
代
の
音
楽
の
違
い
は
、
情
報
量
の
多
さ
と
ス

ピ
ー
ド
で
す
。
六
〇
年
代
は
輸
入
レ
コ
ー
ド
を
手
に
入
れ
る
こ
と
す
ら
大

変
と
い
う
時
代
で
、
ア
メ
リ
カ
で
流
行
っ
た
音
楽
と
の
〝
時
差
〟
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
が
七
〇
年
代
に
な
る
と
、
続
々
と
増
え
始
め
た
輸
入
盤
レ

コ
ー
ド
店
に
行
け
ば
、
ア
メ
リ
カ
で
発
売
さ
れ
た
一
週
間
後
に
は
買
う
こ

と
が
で
き
る
と
い
う
ぐ
ら
い
に
は
、〝
時
差
〟
が
縮
ま
っ
て
き
た
。

　

洋
楽
に
憧
れ
た
若
者
た
ち
は
、
輸
入
盤
あ
る
い
は
Ｆ
Ｅ
Ｎ
（Far East 

N
etw

ork

。
在
日
米
軍
の
た
め
の
ラ
ジ
オ
放
送
。
現
Ａ
Ｆ
Ｎ
）
な
ど
か
ら

流
れ
て
く
る
洋
楽
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
取
り
入
れ
、
単
に
聴
い
て
楽
し
む
だ

け
に
飽
き
た
ら
ず
、
実
際
に
自
分
た
ち
で
演
奏
し
た
り
歌
っ
た
り
す
る
こ

と
で
「
な
ぜ
自
分
は
こ
ん
な
に
も
こ
の
音
楽
に
快
感
を
覚
え
る
の
か
」
と

い
う
こ
と
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
、そ
う
や
っ
て
手
に
入
れ
た
レ
コ
ー
ド
を
何
百
回
と
聴
き
込
み
、

と
き
に
は
来
日
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
生
の
演
奏
を
聴
く
な
ど
し

て
、
自
分
た
ち
の
演
奏
技
術
を
上
げ
て
い
き
ま
し
た
。
七
〇
年
代
は
、
ア

メ
リ
カ
の
音
楽
シ
ー
ン
の
潮
流
に
日
本
が
直
接
的
に
感
化
さ
れ
た
時
代
で

し
た（
８
）。

　

一
九
七
〇
年
代
に
お
い
て
充
実
化
し
た
「
情
報
量
の
多
さ
と
ス
ピ
ー
ド
」
に

よ
っ
て
、「
洋
楽
に
憧
れ
た
若
者
た
ち
」
の
洋
楽
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
、「
続
々
と

増
え
始
め
た
輸
入
盤
レ
コ
ー
ド
店
」
を
通
じ
て
容
易
に
な
っ
た
こ
と
が
そ
の
時

代
の
音
楽
文
化
の
特
徴
で
あ
る
と
、
牧
村
は
述
べ
て
い
る
。
た
だ
、
そ
の
輸
入

盤
レ
コ
ー
ド
店
「
続
々
と
増
え
始
め
た
」
と
い
う
音
楽
流
通
状
況
は
、
日
本
の

ど
の
地
域
に
も
当
て
は
ま
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
。「
洋
楽
に
憧
れ
た

若
者
た
ち
」
の
需
要
に
応
じ
ら
れ
る
の
は
、
渋
谷
な
ど
一
部
の
都
市
に
限
定
さ

れ
る
の
で
は
な
い
か
。
牧
村
自
身
、
渋
谷
に
生
ま
れ
、
渋
谷
を
職
場
と
し
て
き

た
の
だ
が
、
宮
沢
章
夫
と
の
ト
ー
ク
の
中
で
も
渋
谷
と
い
う
場
所
に
お
け
る
音

楽
文
化
の
発
信
拠
点
と
し
て
の
意
義
を
言
及
し
て
い
た
。
渋
谷
は
後
に
「
渋
谷

系
」
と
呼
ば
れ
る
音
楽
の
象
徴
的
な
場
所
と
し
て
、
音
楽
愛
好
家
た
ち
の
間
で

理
解
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
（
牧
村
自
身
も
「
渋
谷
系
」
の
登
場
に
貢
献
し
た
）。

そ
う
し
た
「
渋
谷
系
」
の
あ
り
よ
う
を
考
察
す
る
上
で
も
、
一
九
七
〇
年
代
の

音
楽
と
都
市
の
関
係
性
に
つ
い
て
検
証
す
る
必
要
は
あ
る
だ
ろ
う
。
特
に
、
地

方
都
市
に
お
い
て
「
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
と
は
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ

た
の
か
、
と
い
う
問
題
が
重
要
だ
。

ま
と
め

　

今
回
私
は
、
二
〇
一
五
年
か
ら
一
六
年
に
か
け
て
、
科
学
研
究
費
助
成
事
業
・

基
盤
研
究
（
Ｃ
）（
一
般
）「
１
９
７
０
年
代
以
降
の
日
本
の
大
衆
音
楽
に
お
け

る
「
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」
に
関
連
し
て
行
っ
た

調
査
と
し
て
、「
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
に
関
わ
る
四
つ
の
展
覧
会
や
イ
ベ

ン
ト
に
参
加
し
た
。
そ
の
報
告
を
本
稿
で
行
っ
た
わ
け
だ
が
、
こ
の
四
つ
の
調

査
を
通
じ
て
改
め
て
確
認
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
当
時
の
音

楽
に
関
わ
っ
た
当
事
者
た
ち
の
〝
生
の
声
〟
を
聴
く
機
会
と
い
う
も
の
が
減
り
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つ
つ
あ
る
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。「
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」
の
登
場
に

か
な
り
深
く
関
与
し
た
大
滝
詠
一
は
二
〇
一
三
年
に
没
し
、「
ニ
ュ
ー
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
」
に
か
な
り
近
い
と
こ
ろ
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
た
ち
を
批
評
的
に
見
守
り

続
け
て
き
た
中
村
と
う
よ
う
は
二
〇
一
一
年
に
亡
く
な
っ
て
い
る
。
前
節
で
取

り
上
げ
た
牧
村
憲
一
は
一
九
四
六
年
生
ま
れ
で
、
本
稿
執
筆
時
に
お
い
て
七
〇

歳
で
あ
り
、彼
自
身
も
ト
ー
ク
の
中
で
自
ら
の
老
い
に
つ
い
て
語
っ
て
も
い
た
。

　

そ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
当
時
の
音
楽
文
化
に
直
接
的
に
関

わ
っ
て
き
た
音
楽
家
や
評
論
家
、
そ
し
て
彼
等
の
周
辺
の
人
物
の
声
を
聴
く
機

会
を
大
切
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
と
同
時
に
、
一
九
七
〇
年
代
の
音
楽
と
い
う

も
の
が
人
々
の
記
憶
（
直
接
的
な
経
験
に
基
づ
く
記
憶
か
ら
間
接
的
な
経
験
に

よ
る
記
憶
ま
で
、
言
説
の
み
な
ら
ず
写
真
と
い
っ
た
痕
跡
も
含
め
て
）
を
通
じ

て
顕
在
化
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
記
憶
の
語
り
の
中
で
、
語
り

の
欲
望
も
介
在
し
な
が
ら
再
生
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
、
ゆ
え
に

当
事
者
の
“
生
の
声
”
に
対
し
て
も
批
評
的
で
あ
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
、

こ
れ
ら
の
こ
と
を
深
く
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
音
楽
文
化
は
、
記
憶
の
中
の

像
と
し
て
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
音
楽
文
化
の
研
究
は
、
言
説
分
析
と
い
う
形

を
通
し
て
も
行
わ
れ
る
必
要
が
あ
る
の
で
あ
る
。
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